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と食べることの人類学｣（The Anthropology of Food and Eating）の研究を展望している
（Minyz and  Bois 2002）．そこでは，以下のような 6つのテーマを設定する． 1） 1つの食べ














































































展示場の地域 ①食材 ②調理法 ③食事・食卓
オセアニア カヴァ飲料 蒸し焼き
アメリカ ジャガイモ、キャッサバ 毒抜き 食事（写真）
ヨーロッパ パン なし パン
（アジア系移民） インスタントヌードル
アフリカ スイカ、オクラ スイカ鍋（写真） なし
西アジア コーヒー なし コーヒー（テント内）
南アジア なし なし なし
東南アジア なし なし なし
朝鮮半島 ご飯、キムチ類 キムチかめ 食器
中国 麺の素材（北の小麦と南の米） なし 台所（家の中）
北・中央アジア 乳製品 かまど、パンを焼く 台所
アイヌ なし おわん、まな板 囲炉裏








































































と考えている．ただ，第 1から第 4に進行するとともに第 1の時代の文化が消えるわけではな
























































































































Allison A. 1991 Japanese mothers and Obentos:the lunchi-box as　ideological state apparatus. 
Anthropological Quarterly 64(4):195-208.
Holtzman J. 2006 Food and Memory. Annu.rev. Anthropology 35:361-378.
Noguchi P. 1994 Ekiben: the fast food of high-speed Japan. Ethnology 33(4):317-330.
Matthew P. 2014 On the Trail of Taro: An Exploration of Natural and Cultural History. Senri 
Ethnological Studies NO.88.
Mintz S. and C. Bois 2002 The Anthropology of Food and Eating. Annu.rev. Anthropology 31:99-
119.
シドニー・W. ミンツ　1988　川北稔，和田光弘訳『甘さと権力―砂糖が語る近代史』平凡社．
テオドル・ベスター　2007　和波雅子，福岡伸一訳『築地』木楽舎．

